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短期集中の戦いに全党員が
できることをやり切ろう !
〔衆吾院解散 関選掌県連合の取り組み〕
衆ま院解散 解 選挙は 12月 御 公示
14日 投票で既われる 党 団u県 連合は 11
月14日 には1 2区 党員会張 10日 県常に
幹事会 17日 フ0ッ ク幹事套で 0ロ ブ
ロックの盟いを臨惑 □ 山県連合からt「 宮
県てJ選 挙区を既い フ 0ッ ク比例Ⅲ議席g
とを勝ちころうJと の方針て臨譲したが 搭
実 島 lF江岸市まの 「山本ほまるJ氏 をJ 選ヽ
挙区 比 例区奎覆で既うことになつた
【当面するはい方】
0事 前の政お馬動ヒラ10000桜 の配市
0有 ヨ車の選行て直接続え
0選 掌本書
選挙カーは比例区選掌カー1台が中国4県
を回る 公 示の12月 2日 中 央選書から選
奪ヨ材加目言次第 口 u県 連合を出発→e
4日 鳥取→6 6日 口山県内■広島 山 □
広島へ 島 根は" 選ヽ挙区候静言が訴える
と定チラン50 000枚 (新踊折込)
「新報J言 外 破 冶着勘として■骨J配布
本言ポスター 2種 で100枝 (証ほ)

短期案中て 手 が足りません 党 県理合に
 ヽ 要 奪 カ ンハ ●お申,いン A

護


